


※災害時、盲導犬使用者はメンタルマップ（頭の中に描いた地図）

　をもとに歩行しています。避難所でも周囲の状態が見えない為、

　判断に困ります。「何かお困りですか？」と声をかけてください。

　あなたの一声が視覚障害者の安心につながります。

※災害時の避難所においても、使用者は補助犬と一緒に生活します。

　ご理解ご協力をお願いします。
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◆介助犬

◆聴導犬

※盲導犬使用者（視覚障害者）の三つのバリア
・ 情報バリア（周囲の状況が分からない）
 →周りの様子を言葉で伝えてください。
・ 移動バリア（慣れない所で一人での移動は難しい）
 →移動するお手伝いをお願いします。
・ コミュニケーションバリア（近くに人がいても誰かわからない）
 →皆さんから声をかけてください。
※介助犬使用者も移動バリアが聴導犬使用者も情報バリアが
　あります。補助犬使用者が困っていたら、
　「何かお手伝いしましょうか」と声をかけてください。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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　視覚に障害のある人の目となって、
街や建物の中で障害物をよけながら、
安全に歩行出来るよう訓練された犬
です。

　からだが不自由な人の手足となって、
ドアの開閉、スイッチ操作や車いすへの
乗り降りの補助など、日常生活を手助け
できるよう訓練された犬です。

　聴覚に障害のある人の耳となって、
ドアのチャイム、キッチンタイマー、
FAX、車のクラクションなどの音を
聞き分けて伝えることができるよう
訓練された犬です。
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静岡県補助犬インフォメーションデスク

『身体障害者補助犬』とは
身体に障害がある人の自立や社会参加を助けるため、
厚生労働大臣が指定した法人から認定を受けた
「盲導犬」、「介助犬」及び「聴導犬」のことです。
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